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お正月をゆっくりと過ごされた方、お仕事だった方、または体調を崩された方

もいらっしゃったかもしれません。 

２０２６年がスタートしようやく落ち着いた頃でしょう。 

２月は逃げるといわれるように、もともと２８日までですので、早く感じられ

ることでしょう。 

今年の目標は皆さん掲げられましたか？ 

何かトライしたいことや、初めて見たいことをスタートするにはもってこいで

すね。 

いつかやってみようと思ってもタイミングを待っていたり、後回しにしてしま

いがちですので、やりたいならやるを私は今年一年の目標にしていきます。 

さて、最近矯正治療をする方が増えています。 

もともと機能的矯正が必要な方だけではなく、見た目を気にされての矯正をさ

れる方が多くなってきました。 

矯正治療を自分はもういいけど子どもには矯正をしてあげたいなって思う方も

おられるでしょう。 

そんな時に知っておきたいいくつかの情報をお届けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矯正治療は奥が深いです 

特に気どもの矯正の場合は、装置が割と簡単で高度な技術や知識が必要なくても、扱えるため簡

単に考えられがちですが、そこにはお子さんの成長発育が絡んでいて舌や口唇の習癖で装置の効

果が影響を受けたり治療の結果が出るのが１０年以上かかるケースもおおくあります 

大人の矯正治療よりも難しいといわれています 



 

安心で安全な治療を受けるには検査結果を基に正確な診断と治療方針を決定し、どのような装置

をいつどう使って治療するかそしていつ終了するかということを目標に、きちんと分かったうえ

で始めることがベストです。 

 

 

矯正治療はいつからスタートするのか・・・ 

 

原則的には小学校低学年くらいです。一度上の前歯２本、下の前歯くらいが永久歯にかわったこ

ろ、相談ください。 

遅くても身長が急に伸びる思春期成長のスタート前には相談してください。 

男女差があり男子では中学生から、こうこうせいにかけて、女子は小学高学年から中学迄のころ

となります。 

また終了時期についてですが、例えば小学校低学年の一期治療で反対咬合が治っても成長が旺盛

となる思春期成長期に再度反対咬合になることもあります。 

下顎の骨は手足と同じ発育パターンを持っていて手足が伸び身長が伸びるとき下顎骨も大きく伸

びる可能性があります。 

１期治療が終了してもその後も歯の生え変わりを顎の成長の経過を見ていく必要があります。 

成長が終了し永久歯が生えそろったころ再評価します。 

そこで問題が見つかれば仕上げのための２期治療をスタートします 

また２期治療の終了後安定確認が必要で矯正治療を卒業するのは高校生卒業のころです。 

 

 

 

装置による治療だけではなく原因の除去も大切です 

以前の歯っぴぃらいふで書かせていただきましたが、指しゃぶりや口呼吸、頬杖などの歯並びに

影響を与える因子を除き治療を行っていくことが大切です。 



 

誤った口唇や舌の動きは治療の妨げになります 

上顎前突は上顎の前歯が飛び出しているため口唇を閉じにくくなります。 

口唇が開いていると口唇の力で上顎前歯を押せないでますますでてきてしまいます。 

折角装置を入れてもそのような癖があれば効果は半減します。 

ですから矯正治療による治療だけに頼らず原因を突き詰めそれを取り除く努力をしていくことが

必要です 

形態を治すことで自然に機能も改善されることもありますが、機能が治療の妨げとなるケースも

ございます。 

そのような場合には、口腔機能療法を併用します。 

 

 

 

 

MFT 口腔筋機能療法とは・・・ 

口の周辺にある筋肉をトレーニングすることです。 

舌や唇、頬などの口腔周囲筋を整えることを目的としています。 

癖を改善しないまま矯正治療を行うと、治療終了後に再び歯が元の位置に戻るリスクも高まりま

す。 

MFT は矯正治療を成功させるためにも重要なステップとして考えられています。 

 

 

 

 

 

今月は矯正についての知識をお届けいたしました。 

少し知っておくと迷ったときに役立つかもしれません。 

今は自分でも色々調べられる時代になりました。 

また直接医院で聞いていただいてもかまいません。 

今月の歯っぴぃらいふは以上でございます。 

来月号もどうぞお楽しみに・・・ 
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